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（要約・感想） 

 

このゼミに入って以降、開発途上国のお話しや現状を耳にすることが何かと多くなり、「貧

困」について考えさせられる機会が増えていた。毎日どこかで必ず、「貧困」について触れ

ていると言っても過言ではない。特に最近は、テレビやインターネットにおいても、「子ど

もの貧困」や「若年層の貧困」が叫ばれているように思う。そう思うのは私だけだろうか。

貧困という言葉を聞いた時に、私は真っ先に「金銭的・経済的」な貧困を思い浮かべていた。

「貧困＝お金がないこと」、というように単純化して考えていた。貧困という言葉は何回も

聞いてきたし、何回も考えさせられてきたが、その深い部分については、何も理解していな

いような気がしていた。そのため、私は今回この本を読んでみることにした。本書において

は、日本やアメリカをはじめとした先進国の貧困と、経済的に弱い国々の貧困の実態の「違

い・差」を、具体的に書き表してくれている。日本やアメリカのような先進国の子どもたち

は、みんなが平等に学校に行き、毎日安定した食事を摂ることができていると思う。もちろ

ん中には極度の貧困に苦しみ、生きるのに精一杯な子どもたちもいるかもしれないが、ほと

んどの子どもは衣・食・住に困らない生活をしているのではないか。それに比べて、開発途

上国の子どもたちは、いまだに住居が古く、衣服も満足に所有していない場合が多いのでは

ないか。先進国と開発途上国のこうした「差」だけをみると、「あ、開発途上国にはかなり

貧困が存在している」、という風に考えるだろう。だが本書においては、貧困の切り口とし

て「経済的な裕福」だけではなく、「自己肯定感」の側面からも論じている。途上国の子ど

もたちと日本などの先進国の子どもたちの貧困問題を比較した場合、その中身は大きく異

なっているのだ。途上国の場合は、そもそも社会インフラや福祉が満足に整備されていない

ことから起きる貧困が中心であり、「自己肯定感が低い」ということから起きる精神的な貧

困は、先進国に比べれば少ない。一方で日本の場合を考えてみると、子どもたちはみんなが

同じように学校に行き、習い事をしているのにも関わらず、その中で不登校になる子や、家

庭内の貧困が原因で犯罪に走ってしまう子どもがいる。「自分は他人よりも勉強ができな

い」、というように考え、心の貧困が発生しているのだ。子どもたちに責任はなく、多くは

家庭内の経済的な不安に起因するものが多いが、子どもたちはそのように捉えてしまい、心

の貧困に陥る。それがやがては薬物犯罪や性犯罪に繋がり、自分の人生を破滅させることに

つながってしまう。この本を読み、私が最も強く感じたのは、以上のような内容から考えさ

せられた「心の貧困を無くすことは、複雑な要因があって難しい」、ということである、単

に福祉やインフラを整備するだけでは解決しない問題が、先進国の貧困層には存在してい

る。同じ「貧困」という言葉でも、それぞれの地域や国で大きく異なるということを、深く

痛感させられた。 



 


